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令和７(2025)年度　実務経験のある教員等による授業科目(全学共通科目)
区分 科目名 担当教員 単位数 実務経験を踏まえた授業の内容 学科

知的財産論 富沢　知成 2
弁理士としての経験をもとに特許・意匠を初めとする産業財産権や著作権など、知的財産（知財）に
関する授業を担当。

全学部

教職総論 佐藤　昭雄 2
高等学校の教員として青森県内の高等学校や県教育委員会に38年間勤務。実務経験をもとに教
職について指導する。

全学部

教育課程論 山口　吉彦 2 高等学校の教諭として青森県内の高等学校に勤務した経験を活かし、実例を交えて指導する。 全学部

特別活動 石毛　清八 2
中学校教諭・校長としての経験を踏まえ、学習指導要領にある教育の目標や方法、及びその歴史
や意義、特別活動における基礎的な知識と技能、教育の手法、評価法について理解する。また、学
校行事・生徒会活動の年間計画・実施計画、学級経営案等の作成に係る演習を行う。

全学部

生徒指導・進路指導 佐藤　昭雄 2
高等学校の教員として青森県内の高等学校や県教育委員会に38年間勤務。実務経験をもとに教
職について指導する。

全学部

総合的な学習の時間の指導
法

寺下　之雄 2
学校現場経験に基づき、「総合的な学習の時間」設立の意義と背景、授業計画の基本的な考え方
や具体例を挙げて、総合的な学習の展開に必要な資質を身に付けるための授業を行う。

全学部

特別支援教育総論 上澤　司 1
県立特別支援学校及び県教育委員会での特別支援教育に関する研究・実務経験から、具体的な
事例を交えて解説する。

全学部

令和７(2025)年度　実務経験のある教員等による授業科目(学科専門科目)
区分 科目名 担当教員 単位数 実務経験を踏まえた授業の内容 学科

自動車工学
浅川　拓克 , 川島　純
一

2
自動車整備士養成施設での指導経験を踏まえ、自動車の歴史、自動車の各部要素、ガソリン自動
車、ディーゼル自動車等、自動車工学の講義を指導する科目である。

工学科

ロボット工学 藤岡　与周 , 本波　洋 2
本波洋は、電気産業メーカにて電気電子情報技術の事業化に35年従事した実務経験がある。これ
に依拠してロボットの主要構成技術、インターフェース、プログラミングなど全般的な指導をする。

工学科

電気電子工学概論 小又　誠一 1
自動車整備士養成施設での指導経験を踏まえ、国土交通省指定教育内容に基づき、自動車整備
士登録試験合格を目的に、自動車のエンジン・環境性能教育となる電気電子工学概論の講義を指
導する科目である。

工学科

電子回路工学 小又　誠一 1
自動車整備士養成施設での指導経験を踏まえ、国土交通省指定教育内容に基づき、自動車整備
士登録試験合格を目的に、自動車のエンジン・環境性能教育となる電子回路工学の講義を指導す
る科目である。

工学科

潤滑工学 小又　誠一 1
自動車整備士養成施設での指導経験を踏まえ、国土交通省指定教育内容に基づき、自動車整備
士登録試験合格を目的に、自動車のエンジン・環境性能教育となる潤滑工学の講義を指導する科
目である。

工学科

品質管理 中里　適 2
メーカーの品質保証部門での勤務経験を持つ教員が、品質管理に関する知識を事例を交えて解説
する。

工学科

ＣＡＤ設計製図 太田　勝 , 紺谷　陽広 2 企業で機械設計を3D-CADで行っており、その実務経験を基に講義を行っている。 工学科

自動車エンジン 浅川　拓克 1
自動車整備士養成施設での指導経験を踏まえ、国土交通省指定教育内容に基づき、自動車整備
士登録試験合格を目的に、自動車のエンジン・環境性能教育となる自動車構造Ⅰの講義を指導す
る科目である。

工学科

自動車構造Ⅰ 浅川　拓克 1
自動車整備士養成施設での指導経験を踏まえ、国土交通省指定教育内容に基づき、自動車整備
士登録試験合格を目的に、自動車のエンジン・環境性能教育となる自動車構造Ⅰの講義を指導す
る科目である。

工学科

カーエレクトロニクス 浅川　拓克 1
岩手県での自動車整備士養成施設の高校教員としての指導経験を踏まえ、国土交通省指定教育
内容に基づき、自動車整備士登録試験合格を目的に、自動車の電子制御装置・電装品の教育とな
るカーエレクトロニクスの講義を指導する科目である。

工学科

自動車整備実習
浅川　拓克 , 小又　誠
一

6
企業における自動車整備士経験を踏まえ、国土交通省指定教育内容に基づき、最新の自動車の
整備技術に対応できる人材の育成教育である、自動車整備実習を指導する科目である。

工学科

自動車構造Ⅱ 浅川　拓克 1
岩手県での自動車整備士養成施設の高校教員としての指導経験を踏まえ、国土交通省指定教育
内容に基づき、自動車整備士登録試験合格を目的に、自動車のシャシ構造の教育である自動車構
造Ⅱの講義を指導する科目である。

工学科

基礎自動車工学 浅川　拓克 1
岩手県での自動車整備士養成施設の高校教員としての指導経験を踏まえ、国土交通省指定教育
内容に基づき、自動車整備士登録試験合格を目的に、自動車整備士導入教育である基礎自動車
工学の講義を指導する科目である。

工学科

電磁気学Ⅰ 石山　俊彦 2
民間企業の電気通信研究所で、研究員として電子顕微鏡や電子ビーム描画装置を使用して研究開
発に関する実務に携わった教員が、電磁気学の基本的概念を平易に指導する科目である。

工学科

電磁気学演習Ⅰ 石山　俊彦 1
民間企業の電気通信研究所で、研究員として電子顕微鏡や電子ビーム描画装置を使用して研究開
発に関する実務に携わった教員が、電磁気学の基本的概念を平易に指導する科目である。

工学科

電子回路Ⅰ 柴田　幸司 2
10年間の企業での電気電子・情報通信・電磁波応用機器の設計開発および量産化の実務経験を
踏まえた信号増幅回路などの電子回路の設計に関する授業を実施する。

工学科

情報通信工学 山口　広行 2
通信キャリアにおける全国規模のIPネットワークの開発業務経験をふまえ、情報ネットワークの基礎
である階層化アーキテクチャとTCP/IP、イーサネット等について、実務経験での話題も交えながら
講義を行う。

工学科

情報通信工学Ⅰ 柴田　幸司 2
10年間の企業での電気電子・情報通信・電磁波応用機器の設計開発での実務経験を踏まえた情報
通信システムおよび構成部品の具体的な設計法に関する授業を実施する。

工学科

情報通信工学Ⅱ 柴田　幸司 2
10年間の企業での電気電子・情報通信・電磁波応用機器の設計開発および量産化の実務経験を
踏まえた情報通信システムおよび構成部品の具体的な設計法に関する授業を実施する。

工学科

通信ネットワーク工学 柴田　幸司 2
10年間の企業での電気電子・情報通信・電磁波応用機器の設計開発および量産化の実務経験を
踏まえたTCP/IPプロトコルに基づいた通信システムの仕組みや実現法についての授業を実施す
る。

工学科

電磁波工学 柴田　幸司 2
10年間の企業での電気電子・情報通信・電磁波応用機器の設計開発での実務経験を踏まえた回線
設計も含む電波を用いた情報通信システムおよび構成部品の具体的な設計法に関する授業を実
施する。

工学科
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令和７(2025)年度　実務経験のある教員等による授業科目(学科専門科目)
区分 科目名 担当教員 単位数 実務経験を踏まえた授業の内容 学科

情報通信法規 奥村　幸彦 2
民間企業の通信研究所において、研究員として無線通信技術の研究開発に関する実務に携わる教
員が、電気通信各分野についての基礎的概念を平易に指導する科目である。

工学科

電気電子材料工学 石山　俊彦 2
民間企業の電気通信研究所において、研究員として半導体デバイス材料の研究開発に関する実務
に携わった教員が、電気回路、電子回路に用いられる材料の基礎的概念を平易に指導する科目で
ある。

工学科

電気機器工学 石山　俊彦 2
民間企業の電気通信研究所において、研究員として電力変換技術の研究開発に関する実務に携
わった教員が、変圧器、電動機、発電機の基礎的概念を平易に指導する科目である。

工学科

電気利用工学 石山　俊彦 2
民間企業の電気通信研究所において、研究員として通信用電力技術の研究開発に関する実務に
携わった教員が、照明、熱利用、電気化学、エネルギー環境の各分野についての基礎的概念を平
易に指導する科目である。

工学科

電気法規と電気施設管理 高橋　弘行 2
民間企業において電気設備の実務に携わる教員が、電気設備等の保安その他に関する法的規制
についての基礎的概念を平易に指導する科目である。

工学科

電気エネルギーシステム実験
花田　一磨 , 石山　武 ,
石山　俊彦 , 信山　克
義

2
民間企業の電気通信研究所において、研究員として実験に携わった教員が、電気エネルギー実験
について、実験技術のほか、手順や安全対策、レポート作成についても平易に指導する科目であ
る。

工学科

電気電子設計製図
神原　利彦 , 石山　武 ,
花田　一磨 , 湧井　真
一

2
民間企業の研究所や開発本部において、長年にわたり発電機や電動機の研究開発に関する実務
に携わった教員が、電動機の原理、構造、特性および設計技術について基礎的概念を平易に指導
する。

工学科

構造力学Ⅰ 高瀬　慎介 2
解析業務での経験した事例を踏まえて、基本的な構造物（はりなどの静定構造）計算方法、断面の
応力計算について講義している。

工学科

道路・交通工学 武山　泰 2
技術吏員として県職員の経験を有する教員が実務経験に基づいて、道路の設計、積算、事業の流
れなどについて講義する。

工学科

土木工学実験Ⅱ
竹内　貴弘 , 加藤　雅
也 , 高瀬　慎介 , 鈴木
拓也

2
大手ゼネコン技術研究所海洋Ｇや土木設計部に所属した経験をもとに、水工学分野について水理
模型実験、データ整理、考察、レポート作成、および発表資料作成についての指導。

工学科

橋工学設計・演習
高瀬　慎介 , 迫井　裕
樹 , 藤田　弘昭

2
解析業務での経験した事例を踏まえて，橋梁の基礎的な設計方法について演習を交えて講義して
いる．

工学科

施工技術 石藤　千春 2 実際の現場での施工の基礎から応用まで、実際の例をあげながら実務に役立つように講義する。 工学科

建築概論

小藤　一樹 , 黒坂　貴
裕 , 福士　譲 , 安部
信行 , 西尾　洸毅 , 吉
浦 温雅

2
建築設計事務所や省庁での実務経験を持つ教員が、建築学および建築業務に関する内容を数回
講義する。

工学科

火薬学 山本　雅昭 2 土木技術者として必要な火薬類の性質や発破に関する基礎的な知識について講義する。 工学科

構造力学Ⅱ 高瀬　慎介 2
解析業務での経験した事例を踏まえて、はりのたわみ量の計算方法（仮想仕事の原理や弾性荷重
法）や不静定構造物の計算方法について講義している。

工学科

建築設計Ⅰ
黒坂　貴裕 , 椛澤　卓
馬 , 古戸　睦子

3
建築事務所に所属し設計・工事監理等の実務経験を有する教員が、小規模な建物の設計を通して
スケール感覚、ゾーニング、動線計画、エスキスなど基本的な設計手法について設計演習を行う。

工学科

建築設計Ⅱ
小藤　一樹,松橋　義明,
亀田　進之助

3
建築設計に関する知見やノウハウを総合組織設計事務所で経験した事例を交えて解説・指導す
る。

工学科

建築設計Ⅳ
福士　譲 , 福士　美奈
子

3 一級建築士事務所での実務経験による事例・知識を交えて建築設計に関する内容を指導する。 工学科

住居計画 福士　譲 2
居住系施設やインテリアに関する知見やノウハウを数多くの住宅を設計した経験を元に設計実例を
交えて解説する。

工学科

建築史 黒坂　貴裕 2
文化財建造物及び埋蔵文化財の調査報告業務の経験を交えて講義する。

工学科

構造力学演習Ⅰ 高瀬　慎介 1
解析業務での経験した事例を踏まえて、基本的な構造物（はりなどの静定構造）計算方法、断面の
応力計算について講義している。

工学科

建築法規 小藤　一樹 2 建築法規に関する知見やノウハウを総合組織設計事務所で経験した事例を交えて解説する。 工学科

都市計画 小藤　一樹 2
都市計画・都市デザインと建築基準法集団規定に関する知見やノウハウを総合組織設計事務所で
経験した事例を交えて解説する。

工学科

建築生産
小藤　一樹 , 吉浦　温
雅

2 建築生産に関する知見やノウハウを総合組織設計事務所で経験した事例を交えて解説する。 工学科

化学工学 高橋　晋 2
生産工場での実務経験を踏まえて、現場で実際に利用する際の考え方などを織り交ぜながら講義
する。

工学科

情報セキュリティ 榎本　匡将 2
独立系ITソリューションベンダーでのソフトウェア開発の実務経験を活かして、ソフトウェア開発にお
ける情報セキュリティについて、実務経験での話題も交えながら講義を行う。

工学科

産業情報論 本波　洋 2
SIerのシステム開発部門及び管理部門での35年間の経験を活かして、情報産業界の関連法規のポ
イントとサービスマネジメントの体系について、ソフトウェア開発における各種の勤務・委託契約の実
務とシステム運用管理におけるITILの適用方法など、実例を交えた講義を行う。

工学科

マルチメディア工学 大志田　憲 2
企業などで情報通信などマルチメディアの分野の業務に関わった経験のある教員が、マルチメディ
アの中核をなすディジタル技術を、実務経験を交え実践的に指導する科目である。

工学科

情報工学基礎実験Ⅰ 藤岡　与周 , 本波　洋 1
本波洋は、電気産業メーカにて電気電子情報技術の事業化に35年従事した実務経験がある。これ
に依拠して講義においては、マイコンのプログラミング及び入出力命令を用いた電子機器制御の基
本について説く。

工学科
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科
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令和７(2025)年度　実務経験のある教員等による授業科目(学科専門科目)
区分 科目名 担当教員 単位数 実務経験を踏まえた授業の内容 学科

有機化学 鶴田　猛彦 2 企業の研究所で行った天然物の合成の研究例などを講義の中に組み込んで解説する。 工学科

微生物学 星野　保 2 国立研究所で微生物の研究および開発に携わった経験のある教員が，解説する． 工学科

微生物工学 星野　保 2
国立研究所での微生物酵素の開発およびその物質生産への応用研究に従事した経験を活かし，
微生物の産業利用について解説する．

工学科

食品分析学 本田　洋之 2
食品企業での勤務経験を持つ教員が、食品の研究開発および品質管理に用いられる各種分析法
の原理と方法、および関連する法律について解説する。

工学科

食品製造学 本田　洋之 2
食品企業での勤務時に行った発酵食品製造に関する内容を、講義の中に盛り込みながら解説す
る。

工学科

食品工学 星野　保 2
国立研究所での企業との共同研究に従事した経験を活かし，食品製造における化学工学的概念と
その応用について解説する．

工学科

生物有機化学 鶴田　猛彦 2
県立および国立研究所で行った微生物を用いた物質の変換反応について紹介し、通常の有機化学
反応と生物が行う反応の相違点を解説する。

工学科

食品化学 本田　洋之 2
食品企業での勤務経験を持つ教員が、食品に関連する法規、食品の表示や食品成分についての
知識を、事例を交えて解説する。

工学科

酵素工学 星野　保 2
国立研究所での微生物酵素の開発およびその物質生産への応用研究に従事した経験を活かし，
酵素の産業利用について解説する．

工学科

食品衛生学 星野　保 2
国立研究所での微生物による生理生態の解析に従事した経験を活かし，食品衛生上重要な生物・
化学的知識とその応用・関連する法令について解説する．

工学科

生命環境科学演習Ⅰ 高橋　晋 2
生産工場での実務経験を踏まえて、現場で実際に利用する際の考え方などを織り交ぜながら講義
する。

工学科

生命環境プロセス実習Ⅱ
小林　正樹 , 星野　保 ,
高橋　晋 , 鶴田　猛彦

1
国立研究所での企業との共同研究に従事した経験を活かし，食品製造における化学工学的概念と
その応用について実習を指導する（星野・鶴田）．企業での勤務経験を活かして，食品製造における
化学工学的概念とその応用について実習を指導する（高橋）．

工学科

放射線の利用 佐藤　学 2
エックス線作業主任者としての放射線取扱管理等の実務経験を踏まえ、放射線の取扱や利用につ
いて解説。

工学科

臨海実習 田中　義幸 2
国立の研究機関で得た野外調査の経験を活かして、大自然の中で、変化に富んだ生態系を材料と
した実習を行う。

工学科

海洋土木Ⅱ 許　正憲 , 澤田　郁郎 2
国立研究開発法人海洋研究開発機構（JAMSTEC）が実施している海洋掘削技術開発等について、
実際の掘削機器・特殊技術などを紹介しながら授業を行う。

工学科

デッサン 皆川　俊平 2
担当教員は、美術作品の制作、展覧会等、公募等での受賞経験を有し、またデザインに関する実務
経験を有する。作家ないしはデザイナー等のデザイン当事者・実務者としての視点から、制作に必
要な基礎事項を指導する。

工学科

応用測量学及び実習 阿波　稔 2
測量設計会社での長年の実務経験を活かし、測量学に関する応用的・実践的な知識・技術を具体
的な事例を交えて解説する。　（エイト技術株式会社）

工学科

総合デザインⅡ

小藤　一樹 , 竹内　貴
弘 , 加藤　雅也 , 阿波
稔 , 金子　賢治 , 鈴木
拓也 高瀬 慎介 迫

2 企業での経験をもとに実務設計時の事例を紹介を交えての解説・演習指導を行う． 工学科

インテリアデザイン 福士　譲 2
建築設計事務所での住宅や店舗など設計実務の経験から、インテリアデザインに必要な知識やノ
ウハウの指導にあたる。

工学科

木質構造 福士　譲 2 設計実務や建築士試験で活用頻度の高い知見を授業内容に取り入れる。 工学科

電子情報通信システム実験
柴田　幸司 , 石山　武 ,
本波　洋 , 神原　利彦

2 電気電子機器等の設計開発での実務経験を踏まえた情報通信システムの実習を行う。 工学科

近代建築史 黒坂　貴裕 2
文化財建造物の調査報告業務の経験を交えて講義する。

工学科

地盤工学設計演習
金子　賢治 , 市川　裕
一朗

2 企業での経験をもとに実務設計時の事例を紹介を交えての解説・演習指導を行う。 工学科

ロボット工学概論
藤岡　与周 , 本波　洋 ,
太田　勝 , 神原　利彦

2
本波洋は、電気産業メーカにて電気電子情報技術の事業化に35年従事した実務経験がある。これ
に依拠して講義においては、移動に関わるアクチュエータについて説く。

工学科

ロボット工学実習
藤岡　与周 , 本波　洋 ,
太田　勝 , 神原　利彦

2
本波洋は、SIre社で35年間、システム開発業務や管理業務に従事した経験を有する。工場自動化
などの経験を生かし、ロボット工学の実習では、主要な構成技術、インターフェース、プログラミング
など全般にわたる指導を行う。

工学科

数値解析D 高瀬　慎介 2 解析業務での経験を踏まえ，数値解析や計算力学について講義している． 工学科

工業科指導法 高橋　和雄 4
学校現場経験に基づき、工業教育の果たす役割およびその歴史、カリキュラム、学習指導、評価に
ついて理解し、指導法を学ぶ。

工学科

色彩学 皆川　俊平 2
担当教員は、アートプロジェクト、展覧会等の企画・実施におけるデザイン実務 および 作品制作等
の経験を有し、これにもとづいて、実務的視点から講義を行う。

感性デザイン
学科

デザイン思考
高屋　喜久子 , 戴　周
杰

1
授業担当者のデザイン実務経験から、自己と社会とデザインの関係性を学びデザイン実践の考え
方を体得する。

感性デザイン
学科

学
科
専
門
科
目



令和７(2025)年度　実務経験のある教員等による授業科目(学科専門科目)
区分 科目名 担当教員 単位数 実務経験を踏まえた授業の内容 学科

プレゼンテーション 高屋　喜久子 2
デザインプロデューサーおよびデザイナーの実務経験から、プレゼンテーション実践における心構
えや技法とポイントを伝える。

感性デザイン
学科

デザイン史 高屋　喜久子 2 デザイナーとしての実務経験から、デザインの歴史的変遷・意義に関わる授業を担当。
感性デザイン

学科

絵画Ⅰ 大嶌　雅子 2
画家として現在も活動を行なっている教員が、絵画の表現技法・実践に関わる内容を担当・指導す
る。（大嶌雅子）

感性デザイン
学科

絵画Ⅱ 大嶌　雅子 2
画家として現在も活動を行なっている教員が、絵画の表現技法・実践に関わる内容を担当・指導す
る。（大嶌雅子）

感性デザイン
学科

図学 宮腰　直幸 2
建築設計事務所での勤務経験から、図面作成に必要な図学的知識や作図方法などの指導にあた
る。

感性デザイン
学科

ビジュアルデザイン論 高屋　喜久子 2
デザインプロデューサーおよびデザイナーの実務経験から、ビジュアルデザイン実践における技法
とポイントを伝える。

感性デザイン
学科

Webデザイン
東方　悠平 , 戴　周杰 ,
米田　佳介

2
web制作会社に勤務し、デザイナーとして実務に携わってきた経験を持つ教員が、その経験を活か
してweb制作のコンセプト策定、制作シミュレーション、コンテ ンツ制作等の授業にあたる。(米田)

感性デザイン
学科

イラストレーションⅠ 安斉　将 2 イラストレーションに関する知識をイラストレーターとしての経験事例を交えて解説する。
感性デザイン

学科

イラストレーションⅡ 皆川　俊平 2
担当教員は、美術作品の制作、展覧会等、公募等での受賞経験を有し、またデザインに関する実務
経験を有する。作家ないしはデザイナー等のデザイン当事者・実務者としての視点から、制作に必
要な基礎事項を指導する。

感性デザイン
学科

工芸学 石毛　清八 2
中学校、高等学校の美術教育の現場での教員としての実践を踏まえ、工芸の歴史や社会的意義に
ついて講義と技術指導を行う。

感性デザイン
学科

製図 宮腰　直幸 2
建築設計事務所での勤務経験から、図面作成に必要な図学的知識や作図方法などの指導にあた
る。

感性デザイン
学科

写真技術実習 宇野　あずさ 1
展覧会等の企画・実施におけるデザイン実務および作品制作・発表等の経験を有した教員が、実務
的視点から講義を行う。

感性デザイン
学科

製造工作実習 宇野　あずさ 1
教育施設の内装デザインによる実務経験を踏まえ、空間デザインによる観点から地域振興による
課題解決の検討、企画立案、設営作業を行うための授業を行う。

感性デザイン
学科

CAD演習Ⅰ 宮腰　直幸 2
宮腰：建築設計事務所にて実務設計に携わった経験から、クライアントやユーザとのコミュニケー
ションを通じてのデザイン開発について指導を行う。

感性デザイン
学科

CAD演習Ⅱ 宮腰　直幸 2
宮腰：建築設計事務所にてＣＡＤを用いて設計を行ってきた経験を踏まえ、図面作成の際に使用す
るＣＡＤのコマンドや必要とされる知識について指導を行う。

感性デザイン
学科

タイポグラフィー 皆川　俊平 2
展覧会およびアートプロジェクトでのポスター・カタログ制作などの実務経験を持つ教員が、効果的
な文字組やフォントの使い方について解説し、ロゴタイプやテキストレイアウト制作の指導にあたる。

感性デザイン
学科

広告デザイン 星　聡昭 , 高橋　史朗 2

広告制作会社の代表取締役である教員が、長期にわたる広告制作業務と代理店業務の経験を背
景として、広告制作物の批評、広告戦略を講義するとともに、その知識を制作物に反映させる課題
を通じ、広告デザインの方法論の定着を図る科目である。第2回～13回のうち、広告制作に関わるメ
ソドロジー、制作スキルに関わる内容がこれにあたる。

感性デザイン
学科

プロトタイピング 宇野　あずさ 2
展覧会等の企画・実施におけるデザイン実務および作品制作・発表等の経験を有した教員が、実務
的視点から講義を行う。

感性デザイン
学科

プロダクトデザイン 宮腰　直幸 2 設計実務に携わった経験から、デザインアイデアをモデルとして作成する方法について指導する。
感性デザイン

学科

住環境デザイン 福士　譲 2
居住系施設やインテリアに関する知見やノウハウを数多くの住宅を設計した経験を元に設計実例を
交えて解説する。

感性デザイン
学科

地域コミュニティ論
川守田　礼子 , 小倉
学

2
八戸クリニック街かどミュージアム館長、学芸員等の経験を活かし、日本思想や日本文化、地域コ
ミュニティに関する講義を担当する。

感性デザイン
学科

ビジュアルデザイン演習 皆川　俊平 2
地域でのアートプロジェクトや、商品開発・パッケージデザイン等の経験を踏まえ、実務におけるデ
ザインプロセスを指導する。

感性デザイン
学科

メディア表現論 皆川　俊平 , 戴　周杰 2
担当教員は、美術作品の制作、展覧会等、公募等での受賞経験を有し、またデザインに関する実務
経験を有する。作家ないしはデザイナー等のデザイン当事者・実務者としての視点から、制作に必
要な基礎事項を指導する。

感性デザイン
学科

企画構想演習 宇野　あずさ , 戴　周杰 2
展覧会等の企画・実施におけるデザイン実務および作品制作・発表等の経験を有した教員が、実務
的視点から講義を行う。（宇野）

感性デザイン
学科

アートプロジェクト 皆川　俊平 2
担当教員は、アートプロジェクト、展覧会等の企画・実施におけるデザイン実務 および 作品制作等
の経験を有し、これにもとづいて、実務的視点から講義を行う。

感性デザイン
学科

インターメディア造形演習Ⅰ 皆川　俊平 2
美術およびデザイン制作の当事者としての実務経験を有する教員により、学生個別に構想・制作状
況等に応じた実践的な指導を行う。（皆川）

感性デザイン
学科

インターメディア造形演習Ⅱ 宇野　あずさ , 安斉　将 2
展覧会等の企画・実施におけるデザイン実務および作品制作・発表等の経験を有した教員が、実務
的視点か演習を行う。

感性デザイン
学科

地域デザインプロジェクト
佐々木　遊 , 宇野　あ
ずさ

1
展覧会等の企画・実施におけるデザイン実務および作品制作・発表等の経験を有した教員が、実務
的視点から演習を行う。

感性デザイン
学科
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感性デザイン総合演習Ⅰ 高屋　喜久子 2
デザインプロデューサーおよびデザイナーの実務経験から、ビジュアルデザイン実践における技法
とポイントを伝える。

感性デザイン
学科

感性デザイン特別演習
東方　悠平 , 安部　信
行 , 戴　周杰 , 塩入
彬允

1
青森県を中心に文化・芸術分野により地域活性化に関する諸活動を経験した教員が、デザインアイ
デアの実装・実現化に関する技能や知識をワークショップやディスカッションによる体験型学習とし
てその実施を指導する。

感性デザイン
学科

教育実践論 清野　恵 2
初等中等教育の学校現場経験に基づき、ICT活用指導力に関わる授業と学びや学び方に関する授
業を行う。

感性デザイン
学科

美術科指導法Ⅰ 石毛　清八 4
中学校教諭・校長としての経験を踏まえ、学習指導要領にある教育の目標や方法、及びその歴史
や意義、美術教育における基礎的な知識と技能、教育の手法、評価法について理解する。また、具
体的な授業計画を立て、その学習指導案に基づいて模擬授業を行う。

感性デザイン
学科

美術科指導法Ⅱ 石毛　清八 2
中学校教諭・校長としての経験を踏まえ、指導計画の作成、学習指導、評価の工夫、教材の見直し
や開発研究を実践し、多様な生徒の個性や能力に対応できる教師としての資質と指導力を身につ
けるための授業を行う。

感性デザイン
学科

美術科指導法Ⅲ 石毛　清八 2
中学校教諭・校長としての経験を踏まえ、教育実習での実際の経験を基に理想的な教育手法、教
師像について考える総合的な講義である。教材の見直しと新たな教材の開発を行うなど、生徒一人
ひとりの感性や個性を伸ばし、意欲や充実感を高め表現力や鑑賞力を伸ばすための授業を行う。

感性デザイン
学科

工芸科指導法 石毛　清八 4
中学校教諭・校長としての経験を踏まえ、芸術科（工芸）の教育について学習指導要領を理解し、各
種素材が持つ教育的価値の検討、授業計画の立案、模擬授業等を行い、教育実践手法を理解す
るための授業を行う。

感性デザイン
学科

学
科
専
門
科
目


